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Fig．14
続発型地震の震源分布．
Hypocenters　of　succesive　type　earthquakes．
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4．2　震源決定精度
　通常の震源決定の際には，標準的な地震波速度構造を仮定した走時計算を行うが，富士山
周辺の速度構造は未知であり，かつ，火山地域であるため不均質性も大きいと考えられる．
そこで速度構造の違いが震源決定に及ぼす影響を調べるために，ここでは新たな水平成層速
度構造を仮定し，それによる震源決定結果と防災センターの標準走時を用いた結果（図9，
図14）とを比較した．図15，に仮定した速度構造を，防災センターの標準走時のための速度構
造（鵜川・他，1984）と比較して示す．仮定したのは4層から成る水平成層構造であるが，
火山地域という理由により表層速度を小さく，かつV　p／V　sを大きくした．
　震源再決定を行ったのは図9と図14に示した17個の地震であり，使用観測点はこれまでと
同様，山頂から約50km以内のものとした．図16に再決定された震源分布を防災センターの標
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図15　　震源再決定のための速度モデル（Present）と防災センターの定常震源決定
　　　作業のための速度モデル（NRCDP）．
Fig．15　Velocity　model　for　the　present　study　in　comparison　with　that　for　the　routine
　　　hypocenter　determination　ofthe　NRCDP．
準走時による場合と比較して示す．再決定された震源はもとの震源より，震央については北
東方向へ，深さについては浅部へずれる傾向がある．2つの方法による震源とも，計算上推
定される誤差はほとんどの場合，2㎞以下である．しかしながら，2つの方法による震源を
比較すると，震央については2～3㎞以上，深さについては5㎞以上異なる場合も多く，震
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源決定に及ぼす地震波速度構造の影響が重大なことがわかる．とくに観則点が山体の片側のみ
にある場合は，震央も5㎞以上ずれることがある．
　図16で12月25日05時に発生した続発型地震に属する5個の地震（十で示す）は，震央が7
～8㎞にわたって東西方向に拡がっている．これらは一連の活動中に発生した地震なので，
おそらく実際の震源は非常に近接していると考えられる．今回はデータとして主として定常
処理作業による読み取り値を用いたので，続発型地震のように初動の同定の困難な地震では，
読み取り誤差が大きく，その結果震源のばらつきが大きくなったと考えられる．
　計算上推定される震源の誤差は2㎞以内であるが，速度構造の不確かさと初動同定の困難
さを考慮すれば，実際の精度は5㎞程度かまたはそれより悪い場合があり得る．
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図16　再決定された震源（大きい記号）と防災センターの定常震源決定と同じ方法
　　　で決定された震源（小さい記号）の比較1白丸は孤立型高周波地震，黒丸は
　　　孤立型中周波地震，黒の正方形は続発型地震．1987年12月25日05時の活動は
　　　十印を付した．
Fig．16Redetermined　hypocenters（large　symbols）determined　with　the　present　model
　　　in　comparison　w三th　origina1hypocenters（sma11symbo1s）with　the　NRCDP
　　　velocity　mode1．Open　and　solid　circles　indicate　hypocenters　of　high　frequency
　　　type　and　midd1e　frequency　type　for　isolated　type　events，respectively，
　　　Solid　squares　indicate　succesive　type　events．So1id　squares　with　crosses　indi－
　　　cate　succesive　type　events　occurring　at05h　on　Dec．25．1987．
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5．まとめと考察
1987年8月に富士山で発生した山頂有感地震を契機に，富士山山頂からほぼ真北に約9．5㎞
離れた鳴沢地震観測点で，約7ケ月間の臨時地震観測を実施した．観測期聞中に，山頂有感
地震は発生しなかったので，山頂有感地震を近地で観測することはできなかったが，富士山
直下に活発な極微小地震活動が存在することが判明した．
　鳴沢観測点で記録された地震記象を詳しく解析することにより，富士山直下の地震活動は，
単発的に発生する孤立型地震と数分か←十数分にわたり地震が続発する続発型地震に大別で
きることがわかった．さらに卓越周波数により，これらは高周波地震，中周波地震，低周波
地震に分けられる．
　孤立型地震でS－P時問が3秒以内の地震は65個認められた。このうち中周波地震は5個
のみで，他は全て高周波地震である．震源は4地震について決定できたが，全て富士山山体
下であり，中周波地震のほうが高周波地震より山頂近くで発生しているようである．
　続発型地震は約40回識別できたが，全て中周波ないし低周波が卓越する活動で，そのうち
1回については高周波の波動の重畳が見られた．山頂から北東に約25㎞離れた常設観測点T
R　Uにおいては，鳴沢観測点で観測された回数の約3分の1の14回の続発型地震活動が観測
されたが，全て低周波の卓越した波形であった．震源決定された地震は13個あり，震央は山
頂付近に推定された．
　孤立型地震，続発型地震ともに中周波地震の中周波成分の減衰は，高周波地震の高周波成
分の減衰より大きく，T　R　U観測点ではほとんど認められなくなる．これは伝播経路の違い
によるためと考えられるが，震央は両方の型の地震ともに富士山直下であり，波線経路はほ
とんど違わない．このため，減衰の大きな原因は，富士山山体内にあると推定される．すな
わち，中周波地震から鳴沢観測点への波線は，減衰の大きい領域を通過しないが，山体から
離れた常設観測点への波線は，この領域を通過する．これに対し，高周波地震の場合は，山
体内と山体外の両観測点への波線とも，減衰の大きい領域を通過しない．
　このような減衰の大きい領域が山体下のどのような場所に存在するかについては，中周波
地震と高周波地震の震源位置の違いが重要な情報となるが，残念ながら今回の震源決定精度
はそのために充分ではない．今後，山体内での密な観測を実施することにより，震源精度の
向上を図らねばならない．
　鳴沢観測点での臨時地震観測により，山体の外では検知できない富士山直下の活発な極微
小地震活動を観測することができたことは，山体内における地震観測の有効性を示している．
また，今回の解析は定性的なものであるが，地震発生メカニズムの詳細な解明と火山活動と
の関連の研究のためには，解析の定量化が重要である．今後，山体内での欄密かつ高精度の
観測を推進する必要がある．
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